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Monitoring Impervious Surface Area by Remote Sensing: Algorithm 


























る:(1) Landsat衛星データを用いて、流域スケールの ISAを推定するための PNMESMA(Pre-screened and 
Normalized Multiple Endmember Spectral Mixture Analysis)法の開発:(2) MODIS衛星データを用いて、国スケー
ルの ISAを推定するための TMA(Temporal Mixture Analysis)法の開発:(3) ISA空間情報により、霞ヶ浦
流域の水環境の評価。
(1)中空間解像度衛星のための手法開発
ISAを推定する SMA(Spectral Mixture Analysis)法は都市スケールで開発されたものであり、より複雑な
























の変化を解析した。 ISAはBOD(biological oxygen demand)濃度と有意な線形関係 (p< 0.05) を示し、水質
解析の際にも有効な指標であることがわかった。次に、 ISAが流量に及ぼす影響を流域面積が近い二つの大
きな川(小野JIと恋瀬川)で評価した。小野川は 1987年頃からおAが増える例をとして、恋瀬川は ISA変わっ
ていない例とした。小野)1ではおAの増加と共に、反応時間 (responsetime、最大流量と最大降雨量の時間差)
が短くなった。恋瀬川では ISAの変化が少ないため、反応時間がほとんど変わってないことがわかった。
ISAの経年変化により、霞ヶ浦流域は 1987年頃には ISAの影響を受け始め、近年まで悪くなる傾向にある
ことがわかった。その傾向がこのまま続くと、 10年後には、半分以上の河川流域がISAの評価で劣化のラ
ンクに至ることが予測された。
審査の結果の要旨
本論文は、衛星画像を用いて、流域、国スケールで精度よく不浸透面積率を推定する手法を提案し、また、
不浸透面積率が流域河川の水質、水流出特性に大きな影響を及ぼしていることを明らかにした。こうした手
法は河川、湖沼、海域の流域管理にあたって、定量性のある指標を簡易かつ、精度よく推定できるものなの
で、極めて有用と考えられる。また、そうした流域情報の取得が難しい国々にも、本手法の適用が大いに期
待される。
平成24年l月初日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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